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改訂版 ついに刊行  

2015 年初版から 3 年を経て、データでみる「安全な国 日

本」改訂版（2018 年版）が、2018 年 1 月、ついに発刊！ 

データは 2017 年末統計で、現時点で入手できる最新のもの。 

初版と同じく堺屋太一会長編集。  

国連 NGO・公益財団法人「アジア刑政財団」（ACPF：Asia 

Crime Prevention Foundation)から、一部 500 円（消費税込

み）で入手できます。 

表紙をスカイブルーからマリンブルーとし、裏表紙に ACPF が

国連ウィーン本部に寄贈した「鳳凰來儀」（平和と正義の伝説）の

絵をあしらい、装いを新たにしての登場です。  

 

国際イベント目白押し 

2020 年 7 月には東京オリンピック・パラリンピック大会、その 3 か月前の 2020 年 4 月

には刑事司法分野の、国連会議（通称コングレス）が開かれる。また、2025 年大阪万博誘

致は官民一体で推進中。 

今でこそ、政府は「世界一安全な日本」創造戦略を閣議決定し、諸政策を推進している

が、ACPF は 1982 年から世界の「犯罪なき繁栄」をスローガンに活動中。 

 

手頃で手軽なスマートホン  

日本がいかに「安全」「安心」「正確」「清潔」な国

か、日本を訪れた外国人は肌で実感する。しかし、

肝心の日本人がアピールしなければ、宝の持ち腐れ

というもの。  

その宝を、警察白書・犯罪白書から地道にデータ

を拾い、手帳型のポケットサイズにまとめ、いつで

もどこにでも持ち歩き可能（タテ 15.5 ㎝、ヨコ 9.5

㎝）。スマートホンよりも薄くて軽く、壊れない！  

スマートは本来「利口な」の意味。これこそまさ

しく「スマートホン(本)」！ 

全 64 頁カラー印刷で、グラフでビジュアル化、

日英併記で外国人にも分かりやすい。  

とっさの「ひとくち説明」に、挨拶に、日本紹介

に、エピソードやうんちく披露に、そしてジョーク・

ウィットを添えられる、お役立ち本です。  
 



興味津々のコンテンツ 

何はともあれ、内容の「さわり」をご紹介。  

 

そのほかにも、都道府県別の犯罪発生率ランキングや、日本特有の保護司・人権擁護

委員・民生委員の統計にも触れている。  

 

あなたも私も観光大使！ 

今や年間 2800 万人超の外国人が訪れるニッポン。  

この安全手帳を手に、訪日観光客に皆さんが「安全な国 日本」をアピールする草の

根外交官・観光大使になってはどうでしょう。 

 

 

➢ 犯罪の激減 2016 年の犯罪件数は 100 万件を下回る 99 万 6120 件だった。 

ピークの 2002 年のナント 3 分の 1！ 

➢ 殺人の国際比較では、人口 10 万人あたりの発生率が  

アメリカ 4.4 件 フランス 1.2 件 イギリス・ドイツ各 0.9 件 

しかし日本は・・・0.3 件！ 

➢ 刑務所に何人が収容されているか？  

アメリカ 214 万人（人口 10 万人当たり 666 人） 

対して日本は 5 万 6000 人（人口 10 万人当たり 45 人） 

➢ 奇跡の列車定時運行 

東海道新幹線の 2016年の１列車あたりの遅延時分は、僅か 0.4分（24秒）！ 

１時間に最大 15 本、4 分弱の間隔で通勤電車並みに運行  

外国人がミラクルと驚くはずである。  

➢ お金を落としても戻る 

2016 年の東京・・・36 億 7000 万円が紛失したが、  

持ち主に戻った現金は 27 億円（73.7%の返還率）。 

ご購入の申込みは「アジア刑政財団事務局」へ 

    〒196-0035 東京都昭島市もくせいの杜 2-1-18 

     国際法務総合センターアジ研・法総研棟 2 階 

       電話 042-543-7725 Fax 042-543-7726 
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